
■本当の話■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 230号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

230 目次 

1. ブログから：本当の話  

2. 今週のトピックス：地主の学校 継続します 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

5. このメルマガについて 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

1. ブログから：本当の話  

 

10月 1日は、株式会社辰（しん）の創立 20周年記念パーティに出席する。 

この会社は、1999年の 10月 1日に僕が立ち上げた建設会社だ。 

父から引き継いだ建設会社が経営に行き詰まり、裁判所に破産の申し立てをしたのが、1999年 8月 9日のこと。

その 1週間後には、施工中だった 17現場を会社が無いのに再開するという暴挙に出た。 

僕のめちゃくちゃな提案を聞いてくれた 17 人の施主はもちろんのこと、僕に解雇された社員たち、そして僕に

踏み倒された下請け各社が起こした「奇跡」だと、今でも確信する。 

その暴挙を終わらせるために、僕はもう一度同じ会社を立ち上げた。 

あれから 20年、僕が離れてから 15年のこの会社は、見事に成長した。 

・ 

この会社の売りは、面倒な仕事に挑むこと。 

難しい仕事や競争の仕事に積極的に挑むことだ。 

なぜ、こんな偉そうなことが言えるのか。 

それは、すべて本当のことだから。 

普通なら、難しい仕事や競争の仕事を喜んでやる会社などあるはずがない。 

だが倒産から立ち上がったばかりの会社は、そんな難しい仕事をやるしかなかった。 

建設業は、請負（うけおい）と言って、高く受注して安く発注することで差益を得るビジネスだ。 

難しい工事は下請けが安価で引き受けてくれないし、競争相手の多い入札では最低価格を出さないと受注できな

い。 

つまり、難しい仕事とは、儲からない仕事を意味する。 

・ 

僕は、本当のことをそのまま受け入れ、その困難に挑む道を選んだ。 



その道を避けられないのなら、受け入れるしかないし、受け入れるなら挑むしかない。 

だが意外なことに、この考えは社員たちにすんなりと受け入れられた。 

それは、この困難を逃れ楽な道を歩んでいたことが、倒産を回避できなかった原因だから。 

これもまた本当のこととして受け入れたからこそ、誰も反論しようとしなかった。 

その結果、ほとんどの仕事が建築家のこだわり設計で、競争入札での受注となった。 

20周年を記念して発行した作品集を見れば、それは一目瞭然だ。 

今この会社にとって、こうした戦いの歴史が価値となり、魅力となっている。 

振り返ってみれば、失敗や困難を克服したことだけが外部からの評価や感謝の対象だ。 

成功や利潤は内部の自己満足にすぎず、同業者の経営指導でもしない限り何の役にも立たないだろう。 

・ 

この会社が、僕の起業の原点だ。 

倒産から蘇った僕にとっての起業とは、効率よく成功を実現するのでなく、たとえ遠回りでも二度と破たんしな

いよう継続することが目的だ。 

継続していれば、成功することもあれば失敗することもあるだろう。 

だが、成功がゴールでないと同時に、失敗も終わりではない。 

成功も失敗も、すべてが実績として歴史になり文化になっていくのだろう。 

時が経てば、成功と失敗が入れ替わってしまうことすらある。 

だから、正確にいうと、成功と失敗が歴史を作るのではないと思う。 

想像や仮説でなく、「本当の話」だからこそ、現実が人を動かすのだと僕は思う。 

 

株式会社辰 http://www.esna.co.jp/ 

 

http://nanoni.co.jp/20190928/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：地主の学校 継続します 

 

8/17からスタートした地主の学校は、当初全 14回のつもりでしたが、 

開催しながら内容を整理していった結果、全 10回にまとまりそうです。 

そこで、今週で第 8回を迎える講義を第 1期とし、第 2期以降も継続することにしました。 

日本土地資源協会の勉強会として、新たな事例を加えながら充実させていき、出来れば来年度の書籍化を目指し

たいと思います。 

興味のある方、どうぞ気軽に参加して下さい。 

 

第 1期残りの日程 

08.永続所有 10/05(土) 10-12時 

09.地主業の内容 10/12(土) 10-12時 

10.地主業の手順 10/19(土) 10-12時 

 

第 2期の日程 

01.ガイダンス 11/01(土) 10-12時  



02.昔の地主 11/08(土) 10-12時 

03.脱地主の功罪 11/15(土) 10-12時 

04.土地と所有 11/22(土) 10-12時 

05.土地と社会 11/29(土) 10-12時 

06.所有の力 12/07(土) 10-12時 

07.新たな地主 12/14(土) 10-12時 

08.永続所有 12/21(土) 10-12時 

09.地主業の内容 01/11(土) 10-12時 

10.地主業の手順 01/18(土) 10-12時 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/30 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（火）10/01 ◎作業日 14-18時面談可（渋谷） 

   19時 株式会社辰 創立 20周年記念パーティ 

（水）10/02 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

（木）10/03 〇13-18時 面談可（笑恵館） 

（金）10/04 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

（土）10/05 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★地主の学校 ⑧ 

12-18時 ★まつむら塾 

（日）10/06 ◎休業日 終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

10/10 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/10 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/11 ★カプラー起業交流会（三茶） 

10/12 ★地主の学校⑨・まつむら塾（笑恵館） 

10/17 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

10/19 ★地主の学校⑩・まつむら塾（笑恵館） 

10/24 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ１０月例会（名栗） 

11/02 ★地主の学校_21・まつむら塾（笑恵館） 

11/03 ★起業カフェ＠駒澤大学文化祭 

11/09 ★地主の学校_22・まつむら塾（笑恵館） 



 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


